
ー
O
㎝
ト
ー

　　　　　　　　　　　　熱魂麟

震美鵜響欄欝，
　　　　　　　　　　騰難欝1轡り

誉．畿
1諏3聾．
　　　　　　　　　　Rや　乞

　　　　、真　．．、、、「・ζ躍蘇鋪葬轟矯．擬i繍翻

購膿灘耀ぞ手いるところ）

おめでた（出生）
　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

彩美ちゃん　山岸治二さんの長女

　　　　　　　（大荒戸）下中村　　3・12・12

良子ちゃん　設楽長栄さんの三女

　　　　　　　（松之山）町営住宅　3・12・13

お《鞄歓蹴》　　（死亡年月日）　りす組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとやまたくとくん
福原ナヲさん　89歳（天水越）弥助　3・12・4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湯本原）
志賀ユウさん　73歳（松口）伝兵衛　3・12・6

小野塚ヤイさん　88歳（藤倉）風張　3・12・25

村山正義さん　82歳（松之山）彦八　3・12・29

高橋ミヨさん　73歳（天水島）忠助　3・12・30

※12月1日から31日までの届出分です。
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▼
1
2
月
の
で
き
ご
と

2524151293
日日日日日日

26
日

2827
日　日

集
落
総
代
会

ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

東
川
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

上
蝦
池
簡
易
水
道
竣
工
式

議
会
定
例
会
（
2
5
日
ま
で
）

湯
沢
直
通
バ
ス
運
行
開
始

　
（
1
月
8
日
ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

松
之
山
葛
飾
子
供
交
歓
会

　
　
　
　
　
（
2
9
日
ま
で
）

山
留
短
期
生
松
之
山
の
冬
体

験
（
3
0
日
ま
で
）

官
庁
仕
事
納
め

年
越
し
国
際
交
流

　
　
（
1
月
3
日
ま
で
）

▼
－
月
の
予
定

4
日
　
官
庁
仕
事
始
め

7
日
　
松
之
山
町
大
島
村
広
域
過
疎

　
　
対
策
協
議
会
発
会
式

9
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

12

日
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
i
教
室

　
　
　
　
（
1
9
日
・
2
6
日
も
開
催
〉

15

日
　
ム
コ
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り

29
日
　
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
暖
冬
少
雪
で
過
し
や

す
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
帰
省
さ
れ
た
方
も
多
く
、

に
ぎ
や
か
な
家
庭
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
は
土
地
・
株
な
ど
の

バ
プ
ル
が
崩
壊
し
、
今
年
の
日
本
経

済
は
先
行
き
不
透
明
で
す
。

　
こ
れ
と
は
逆
に
、
年
々
景
気
良
く

な
る
の
が
お
年
玉
だ
そ
う
で
す
。

　
忘
年
会
か
ら
新
年
会
へ
と
酒
の
回

数
が
益
々
増
え
ま
す
が
、
胃
腸
の
た

め
に
無
理
な
飲
食
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
を
起
さ
な
い
よ

う
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
四
六
（
▲
五
）

　
　
男
／
一
、
八
三
三
（
▲
二
）

　
　
女
／
一
、
九
二
二
（
▲
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
八
（
▲
二
）

（
）
内
は
十
二
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
一
月
号

平
成
四
年
一
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
9
ヨ
五
九
ー
六
－
一
二
一
＝
二

編
集
／
総
務
課

広報
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松之山スキー竸技大会

▼
中
学
校
男
子

①
高
沢
　
平
（
松
之
山
中
）

②
村
山
由
潰
男
（
松
代
中
）

③
樋
口
貴
幸
（
津
南
中
）

▼
中
学
校
女
子

①
塚
田
悠
子
（
上
教
大
附
中
）

②
竹
田
未
央
（
町
立
妙
高
中
）

③
半
戸
小
百
合
（
津
南
中
）

▼
高
校
生
男
子

①
植
木
竜
博
（
安
高
松
之
山
）

②
北
村
　
大
（
関
根
学
園
）

③
塚
田
　
忍
（
〃
　
　
）

▼
成
年
男
子
一
部

①
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
R
C
）

③
関
　
　
誠
（
県
職
R
S
）

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
）

②
大
藤
雅
史
（
，
〃
　
　
）

③
斉
藤
祐
幸
（
新
潟
市
）

▼
成
年
男
子
三
部

①
渡
辺
敬
之
（
五
日
市
町
）

②
猪
又
太
一
（
糸
魚
川
S
S
）

③
中
村
光
史
（
ダ
イ
ト
ー
）

距離競技はコース作りに苦労しました・11　1モ1　｝￥｝　11｝　111　11券
・坤・P甲嚇・戸1贈側5興1’1岬興霧
282、87　332・97　7・46・8　・5・1316　554933　241045

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
五
キ
ロ
）

①
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）
　
　
　
1
6
・
51
．
8

②
高
橋
圭
介
（
外
丸
S
C
）
　
　
1
7
．
3
1
．
1

③
本
山
広
海
（
松
之
山
小
）
　
　
17
．
41
．
4

⑥
竹
内
寛
揮
（
浦
田
小
）
　
　
　
18
．
1
2
．
2

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
キ
ロ
）

　
二
月
一
日
・
二
日
の
両
日
、
第
四

十
三
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
に
二
八

○
名
、
距
離
競
技
に
二
九
四
名
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
場
で
、
距
離
競
技
は
町
民
グ
ラ

ン
ド
周
辺
で
行
わ
れ
、
上
・
中
越
地

区
を
始
め
関
東
方
面
か
ら
も
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　
距
離
競
技
は
大
会
直
前
の
降
雪
で

な
ん
と
か
コ
ー
ス
整
備
が
で
き
、
少

f　聯

ー
罵
ト
ー

雪
に
よ
る
大
会
中
止
は
回
避
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
本
番
の
二
日
は
徐
々
に
天
候

が
回
復
し
、
選
手
や
父
母
た
ち
は
ワ

ッ
ク
ス
調
整
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
距
離
競
技
会
場
に
は
大
勢

の
応
援
の
方
た
ち
が
詰
め
か
け
、
選

手
に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
ρ
・

鴫桟，

、
逝
、

幅
、

￥

少しでもタイムが縮まるようにポールすれすれに

通過する選手が多くいました

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
六
年
生
）

①
加
藤
　
猛
（
糸
魚
川
S
S
）
　
－
分
0
3
秒
2
8

②
音
垣
光
人
（
　
〃
　
　
）
　
1
・
03
・
6
9

③
山
岸
和
夫
（
津
南
J
R
C
）
　
1
・
05
．
3
9

④
村
山
勝
則
（
松
里
小
）
　
　
　
－
・
0
5
．
4
7

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
年
生
以
下
）

①
青
木
哲
也
（
糸
魚
川
S
S
）
　
1
・
0
9
。
3
2

②
桑
原
健
太
（
G
R
津
南
）
　
　
－
・
0
9
．
5
9

③
半
戸
浩
平
（
津
南
J
R
C
）
　
1
・
14
・
60

⑤
渡
辺
　
寛
（
松
之
山
小
）
　
　
－
・
1
8
．
1
7

⑥
樋
口
大
輔
（
　
〃
　
）
　
　
－
・
1
8
．
4
2

▼
小
学
校
女
子
A
組
（
六
年
生
）

①
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）
　
　
　
1
・
02
．
7
1

②
佐
藻
幸
恵
（
〃
　
）
　
　
　
－
．
0
6
．
69

③
小
山
鮎
美
（
松
之
山
小
）
　
　
1
・
07
．
4
9

▼
小
学
校
女
子
B
組
（
五
年
生
以
下
）

①
村
山
梢
絵
（
松
代
小
）
　
　
　
－
．
0
5
．
n

②
高
橋
妙
子
（
松
里
小
）
　
　
　
－
・
07
．
72

③
高
沢
喬
子
（
　
〃
　
）
　
　
　
1
・
09
．
50

▼
中
学
校
男
子

①
大
口
祐
樹
（
津
南
中
）
　
　
　
－
・
00
・
3
3

②
樋
口
貴
幸
（
〃
　
）
　
　
　
－

③
村
山
由
貴
男
（
松
代
中
）
　
　
－

④
中
島
　
良
（
松
之
山
中
）
　
　
1

⑤
津
端
康
裕
（
　
〃
　
　
）
　
　
1

⑥
高
沢
平
（
〃
　
）
　
－

▼
中
学
校
女
子

①
塚
田
悠
子
（
上
教
大
附
中
）

②
竹
田
未
央
（
町
立
妙
高
中
）
　
1

③
半
戸
小
百
合
（
津
南
中
）
　
　
1

03　02　59　　　　01　01　01　00　00

55　66　91　　　　45　18　13　93　70

▼
高
校
生
男
子

①
村
山
　
臣
（
安
高
松
之
山
）
　
　
　
5
6
秒
7
8

②
植
木
竜
博
（
　
〃
　
　
）
　
　
　
57
．
1
6

③
北
村
　
大
（
関
根
学
園
）
　
　
　
　
57
．
4
3

⑥
小
野
塚
学
（
安
高
松
之
山
）
　
　
　
5
8
．
8
6

▼
高
校
成
年
女
子

①
堀
江
美
智
子
（
糸
魚
川
S
C
）
－
分
02
秒
2
9

②
秋
山
　
泉
（
戸
田
建
設
）

③
藤
村
方
子
（
〃
　
）

▼
成
年
男
子
一
部

①
樋
口
文
雄
（
戸
田
建
設
）

②
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
R
C
〉

▼
成
年
男
子
二
部

①
大
藤
雅
史
（
ダ
イ
ト
i
）

②
関
口
一
成
（
桑
名
川
R
C
）

③
斉
藤
祐
幸
（
新
潟
市
）

▼
成
年
男
子
三
部

①
渡
辺
敬
之
（
五
日
市
町
）

②
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ー
）

③
猪
又
太
一
（
糸
魚
川
S
S
）

1　　1　　　　1　　1

00　　00　　　　　24　　19

65　56　　　　　55　41

③
市
来
代
士
久
（
シ
ー
ハ
イ
ル
R
C
）
1
．
02
．
44

1　　1　　1　　　　　1

02　　02　　00　　　　　00　　59　　59

77　　66　　17　　　　　00　　87　　27

▼
小
学
校
男
子
A
組

①
青
木
大
輔
（
糸
魚
川
S
S
）

②
山
田
史
生
（
G
R
津
南
）

③
村
山
勝
則
（
松
里
小
）

▼
小
学
校
男
子
B
組

①
青
木
哲
也
（
糸
魚
川
S
S
）

②
佐
藤
太
也
（
松
里
小
）

③
桑
原
健
太
（
G
R
津
南
）

⑥
相
沢
政
徳
（
松
之
山
小
）

1　　1　　1　　1　　　　1　　1　　1

19　18　17　15　　　　14　14　14

38　01　79　62　　　　　79　61　07

①
江
村
浩
一
（
外
丸
S
C
）
　
　
1
9
分
3
0
秒
7

②
島
田
怜
（
松
里
小
）
　
　
2
0
．
0
3
．
9

③
村
山
卓
也
（
〃
　
）
　
　
　
20
．
0
4
．
2

▼
小
学
校
女
子
A
組
（
三
キ
ロ
）

①
江
村
　
恵
（
外
丸
S
C
）
　
　
1
4
．
3
5
．
3

②
滝
沢
沙
織
（
松
里
小
）
　
　
　
15
．
1
6
．
8

③
西
潟
幸
子
（
奴
奈
川
S
C
）
　
1
5
．
4
6
．
3

▼
小
学
校
女
子
B
組
（
三
キ
ロ
）
，

①
佐
藤
友
紀
（
浦
田
小
）
　
　
　
馬
．
2
3
．
0

②
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）
　
　
　
15
．
57
．
3

③
渡
辺
則
子
（
牧
　
小
）
　
　
　
1
6
．
12
．
5

④
村
山
久
美
（
松
里
小
）
　
　
　
1
6
．
14
．
0

▼
中
学
校
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
島
田
武
彦
（
上
郷
中
）
　
　
　
2
8
．
3
7
．
6

②
田
中
義
人
（
津
南
J
R
C
）
　
30
．
02
．
7

③
山
岸
孝
史
（
安
塚
中
）
　
　
　
3
0
分
2
2
秒
2

▼
中
学
校
女
子
（
五
キ
ロ
）

①
竹
内
雅
子
（
松
之
山
中
）
　
　
1
8

②
小
林
正
子
（
安
塚
中
）
　
　
　
18

③
藤
ノ
木
三
恵
（
津
南
J
R
C
）
B

④
小
見
祥
子
（
松
之
山
中
）
　
　
1
8

▼
成
年
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
小
林
辰
男
（
松
之
山
中
教
）
　
34
20　　　　48　27　19　09

7　　　　3　2　7　8

▼
小
学
校
男
子

①
安
塚
小
学
校

②
松
里
小
学
校

③
牧
小
学
校
A

④
松
之
山
小
学
校

勢い良く飛び出す選手たち
52　52　49　49

43　05　43　08

4　5　1　7

▼
小
学
校
女
子

①
松
里
小
学
校
A

②
外
丸
S
C
A

③
浦
田
小
学
校

⑤
松
里
小
学
校
B

⑥
松
之
山
小
学
校
A

▼
中
学
校
男
子

①
松
之
山
中
学
校
A

②
松
代
中
学
校
A

③
安
塚
中
学
校

▼
中
学
校
女
子

①
松
之
山
中
学
校
A

②
松
之
山
中
学
校
B

33
分
4
4
秒
8

4036　595959　36363433
5713　574424　　16015753
4　9　　0　6　4　　5　5　2　2

長沢卓史さん国体出場

　天水島の長沢卓史さんが2月28日から3

月2日まで、山形県の蔵王で開催される冬

季国体の成年2部大回転に出場します。

　新潟県の代表として頑張って下さい。小学校女子リレーのタッチ風景

2
3
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▼
中
学
校
男
子

①
高
沢
　
平
（
松
之
山
中
）

②
村
山
由
潰
男
（
松
代
中
）

③
樋
口
貴
幸
（
津
南
中
）

▼
中
学
校
女
子

①
塚
田
悠
子
（
上
教
大
附
中
）

②
竹
田
未
央
（
町
立
妙
高
中
）

③
半
戸
小
百
合
（
津
南
中
）

▼
高
校
生
男
子

①
植
木
竜
博
（
安
高
松
之
山
）

②
北
村
　
大
（
関
根
学
園
）

③
塚
田
　
忍
（
〃
　
　
）

▼
成
年
男
子
一
部

①
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
R
C
）

③
関
　
　
誠
（
県
職
R
S
）

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
）

②
大
藤
雅
史
（
，
〃
　
　
）

③
斉
藤
祐
幸
（
新
潟
市
）

▼
成
年
男
子
三
部

①
渡
辺
敬
之
（
五
日
市
町
）

②
猪
又
太
一
（
糸
魚
川
S
S
）

③
中
村
光
史
（
ダ
イ
ト
ー
）

距離競技はコース作りに苦労しました・11　1モ1　｝￥｝　11｝　111　11券
・坤・P甲嚇・戸1贈側5興1’1岬興霧
282、87　332・97　7・46・8　・5・1316　554933　241045

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
五
キ
ロ
）

①
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）
　
　
　
1
6
・
51
．
8

②
高
橋
圭
介
（
外
丸
S
C
）
　
　
1
7
．
3
1
．
1

③
本
山
広
海
（
松
之
山
小
）
　
　
17
．
41
．
4

⑥
竹
内
寛
揮
（
浦
田
小
）
　
　
　
18
．
1
2
．
2

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
キ
ロ
）

　
二
月
一
日
・
二
日
の
両
日
、
第
四

十
三
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
に
二
八

○
名
、
距
離
競
技
に
二
九
四
名
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
場
で
、
距
離
競
技
は
町
民
グ
ラ

ン
ド
周
辺
で
行
わ
れ
、
上
・
中
越
地

区
を
始
め
関
東
方
面
か
ら
も
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　
距
離
競
技
は
大
会
直
前
の
降
雪
で

な
ん
と
か
コ
ー
ス
整
備
が
で
き
、
少

f　聯

ー
罵
ト
ー

雪
に
よ
る
大
会
中
止
は
回
避
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
本
番
の
二
日
は
徐
々
に
天
候

が
回
復
し
、
選
手
や
父
母
た
ち
は
ワ

ッ
ク
ス
調
整
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
距
離
競
技
会
場
に
は
大
勢

の
応
援
の
方
た
ち
が
詰
め
か
け
、
選

手
に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
ρ
・

鴫桟，

、
逝
、

幅
、

￥

少しでもタイムが縮まるようにポールすれすれに

通過する選手が多くいました

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
六
年
生
）

①
加
藤
　
猛
（
糸
魚
川
S
S
）
　
－
分
0
3
秒
2
8

②
音
垣
光
人
（
　
〃
　
　
）
　
1
・
03
・
6
9

③
山
岸
和
夫
（
津
南
J
R
C
）
　
1
・
05
．
3
9

④
村
山
勝
則
（
松
里
小
）
　
　
　
－
・
0
5
．
4
7

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
年
生
以
下
）

①
青
木
哲
也
（
糸
魚
川
S
S
）
　
1
・
0
9
。
3
2

②
桑
原
健
太
（
G
R
津
南
）
　
　
－
・
0
9
．
5
9

③
半
戸
浩
平
（
津
南
J
R
C
）
　
1
・
14
・
60

⑤
渡
辺
　
寛
（
松
之
山
小
）
　
　
－
・
1
8
．
1
7

⑥
樋
口
大
輔
（
　
〃
　
）
　
　
－
・
1
8
．
4
2

▼
小
学
校
女
子
A
組
（
六
年
生
）

①
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）
　
　
　
1
・
02
．
7
1

②
佐
藻
幸
恵
（
〃
　
）
　
　
　
－
．
0
6
．
69

③
小
山
鮎
美
（
松
之
山
小
）
　
　
1
・
07
．
4
9

▼
小
学
校
女
子
B
組
（
五
年
生
以
下
）

①
村
山
梢
絵
（
松
代
小
）
　
　
　
－
．
0
5
．
n

②
高
橋
妙
子
（
松
里
小
）
　
　
　
－
・
07
．
72

③
高
沢
喬
子
（
　
〃
　
）
　
　
　
1
・
09
．
50

▼
中
学
校
男
子

①
大
口
祐
樹
（
津
南
中
）
　
　
　
－
・
00
・
3
3

②
樋
口
貴
幸
（
〃
　
）
　
　
　
－

③
村
山
由
貴
男
（
松
代
中
）
　
　
－

④
中
島
　
良
（
松
之
山
中
）
　
　
1

⑤
津
端
康
裕
（
　
〃
　
　
）
　
　
1

⑥
高
沢
平
（
〃
　
）
　
－

▼
中
学
校
女
子

①
塚
田
悠
子
（
上
教
大
附
中
）

②
竹
田
未
央
（
町
立
妙
高
中
）
　
1

③
半
戸
小
百
合
（
津
南
中
）
　
　
1

03　02　59　　　　01　01　01　00　00

55　66　91　　　　45　18　13　93　70

▼
高
校
生
男
子

①
村
山
　
臣
（
安
高
松
之
山
）
　
　
　
5
6
秒
7
8

②
植
木
竜
博
（
　
〃
　
　
）
　
　
　
57
．
1
6

③
北
村
　
大
（
関
根
学
園
）
　
　
　
　
57
．
4
3

⑥
小
野
塚
学
（
安
高
松
之
山
）
　
　
　
5
8
．
8
6

▼
高
校
成
年
女
子

①
堀
江
美
智
子
（
糸
魚
川
S
C
）
－
分
02
秒
2
9

②
秋
山
　
泉
（
戸
田
建
設
）

③
藤
村
方
子
（
〃
　
）

▼
成
年
男
子
一
部

①
樋
口
文
雄
（
戸
田
建
設
）

②
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
R
C
〉

▼
成
年
男
子
二
部

①
大
藤
雅
史
（
ダ
イ
ト
i
）

②
関
口
一
成
（
桑
名
川
R
C
）

③
斉
藤
祐
幸
（
新
潟
市
）

▼
成
年
男
子
三
部

①
渡
辺
敬
之
（
五
日
市
町
）

②
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ー
）

③
猪
又
太
一
（
糸
魚
川
S
S
）

1　　1　　　　1　　1

00　　00　　　　　24　　19

65　56　　　　　55　41

③
市
来
代
士
久
（
シ
ー
ハ
イ
ル
R
C
）
1
．
02
．
44

1　　1　　1　　　　　1

02　　02　　00　　　　　00　　59　　59

77　　66　　17　　　　　00　　87　　27

▼
小
学
校
男
子
A
組

①
青
木
大
輔
（
糸
魚
川
S
S
）

②
山
田
史
生
（
G
R
津
南
）

③
村
山
勝
則
（
松
里
小
）

▼
小
学
校
男
子
B
組

①
青
木
哲
也
（
糸
魚
川
S
S
）

②
佐
藤
太
也
（
松
里
小
）

③
桑
原
健
太
（
G
R
津
南
）

⑥
相
沢
政
徳
（
松
之
山
小
）

1　　1　　1　　1　　　　1　　1　　1

19　18　17　15　　　　14　14　14

38　01　79　62　　　　　79　61　07

①
江
村
浩
一
（
外
丸
S
C
）
　
　
1
9
分
3
0
秒
7

②
島
田
怜
（
松
里
小
）
　
　
2
0
．
0
3
．
9

③
村
山
卓
也
（
〃
　
）
　
　
　
20
．
0
4
．
2

▼
小
学
校
女
子
A
組
（
三
キ
ロ
）

①
江
村
　
恵
（
外
丸
S
C
）
　
　
1
4
．
3
5
．
3

②
滝
沢
沙
織
（
松
里
小
）
　
　
　
15
．
1
6
．
8

③
西
潟
幸
子
（
奴
奈
川
S
C
）
　
1
5
．
4
6
．
3

▼
小
学
校
女
子
B
組
（
三
キ
ロ
）
，

①
佐
藤
友
紀
（
浦
田
小
）
　
　
　
馬
．
2
3
．
0

②
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）
　
　
　
15
．
57
．
3

③
渡
辺
則
子
（
牧
　
小
）
　
　
　
1
6
．
12
．
5

④
村
山
久
美
（
松
里
小
）
　
　
　
1
6
．
14
．
0

▼
中
学
校
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
島
田
武
彦
（
上
郷
中
）
　
　
　
2
8
．
3
7
．
6

②
田
中
義
人
（
津
南
J
R
C
）
　
30
．
02
．
7

③
山
岸
孝
史
（
安
塚
中
）
　
　
　
3
0
分
2
2
秒
2

▼
中
学
校
女
子
（
五
キ
ロ
）

①
竹
内
雅
子
（
松
之
山
中
）
　
　
1
8

②
小
林
正
子
（
安
塚
中
）
　
　
　
18

③
藤
ノ
木
三
恵
（
津
南
J
R
C
）
B

④
小
見
祥
子
（
松
之
山
中
）
　
　
1
8

▼
成
年
男
子
（
十
キ
ロ
）

①
小
林
辰
男
（
松
之
山
中
教
）
　
34
20　　　　48　27　19　09

7　　　　3　2　7　8

▼
小
学
校
男
子

①
安
塚
小
学
校

②
松
里
小
学
校

③
牧
小
学
校
A

④
松
之
山
小
学
校

勢い良く飛び出す選手たち
52　52　49　49

43　05　43　08

4　5　1　7

▼
小
学
校
女
子

①
松
里
小
学
校
A

②
外
丸
S
C
A

③
浦
田
小
学
校

⑤
松
里
小
学
校
B

⑥
松
之
山
小
学
校
A

▼
中
学
校
男
子

①
松
之
山
中
学
校
A

②
松
代
中
学
校
A

③
安
塚
中
学
校

▼
中
学
校
女
子

①
松
之
山
中
学
校
A

②
松
之
山
中
学
校
B

33
分
4
4
秒
8

4036　595959　36363433
5713　574424　　16015753
4　9　　0　6　4　　5　5　2　2

長沢卓史さん国体出場

　天水島の長沢卓史さんが2月28日から3

月2日まで、山形県の蔵王で開催される冬

季国体の成年2部大回転に出場します。

　新潟県の代表として頑張って下さい。小学校女子リレーのタッチ風景

2
3



ー
N
o
o
』
塵

難
灘

　
小
正
月
の
奇
祭
と
し
て
全
国
的
に

有
名
な
「
婿
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り
」
が

一
月
十
五
日
午
後
、
湯
本
の
薬
師
堂

周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
暖
冬
少
雪
で
、
婿
投
げ
が

行
わ
れ
る
薬
師
堂
前
の
斜
面
に
は
雪

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
準
備
が
行
わ
れ

た
前
日
に
は
、
ま
わ
り
の
雪
を
集
め

て
な
ん
と
か
会
場
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
苦
労
が
天
に
通
じ
た
の
か
十

四
日
夜
に
は
二
十
㎝
程
の
雪
が
降
り
、

、
投
げ
ら
れ
た
お
婿
さ
ん
は
痛
い
思
い

を
し
な
く
て
済
み
ま
し
た
。

　
今
年
の
主
役
は
、
湯
本
の
千
歳
館

の
柳
一
成
・
明
美
さ
ん
夫
妻
と
、
天

水
島
の
み
は
ら
し
の
長
沢
克
彦
・
真

由
美
さ
ん
夫
妻
で
す
。

　
午
後
二
時
、
湯
本
の
若
い
衆
と
御

神
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
自
宅
を
出
発
、

温
泉
街
か
ら
は
若
い
衆
に
か
つ
が
れ

薬
師
堂
前
に
着
き
ま
し
た
。

　
薬
師
堂
の
下
で
は
奥
さ
ん
た
ち
が

心
配
そ
う
に
見
つ
め
、
思
い
っ
き
り

投
げ
ら
れ
た
お
婿
さ
ん
が
雪
ま
み
れ

で
転
が
り
落
ち
て
く
る
と
、
や
さ
し

く
雪
を
払
っ
た
り
着
物
を
直
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
長
沢
さ
ん
の
時
は
投
げ
手
の
タ
イ

婿
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り

、
、
、
ン
グ
が
合
わ
ず
、
す
ぐ
下
に
落
ち

て
し
ま
い
、
む
う
一
回
投
げ
ら
れ
る

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
婿
投
げ
の
後
は
会
場
を
上
湯
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
さ
い

の
高
台
に
移
し
て
、
塞
の
神
と
ス
ミ

ぬ
り
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
婿
投
げ
の
大
役
を
無
事
務
め
た
長

沢
．
柳
両
夫
妻
に
よ
っ
て
塞
の
神
に

火
が
つ
け
ら
れ
、
火
勢
が
弱
ま
っ
て

き
た
こ
ろ
温
泉
組
合
長
の
「
ス
ミ
ぬ

り
開
始
」
の
合
図
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
始
と
同
時
に
あ
ち
こ
ち
か
ら
悲

鳴
が
聞
こ
え
、
見
物
人
や
警
備
の
お

ま
わ
り
さ
ん
も
次
々
に
ス
ミ
を
塗
ら

れ
ま
し
た
。

　
長
沢
・
柳
両
夫
妻
は
若
い
衆
か
ら

手
荒
い
祝
福
を
受
け
て
、
顔
が
真
っ

黒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

“
℃
・

’
徽

6

　　　　　　　　　　　　》

柳一成・明美さん夫妻

c手繁▽祝福セ受雌、

4

　蘇購蝦若い衆

、

魔，》γ
糖

・
“
％

鶏、

福セ郷豆

長沢克彦・真由美さん夫妻

所得税の確定申告

2月17日～3月16日
聾
甲

｝
確
定
申
告
の
春
が

粟
ま
し
た
。

税金を納めて豊かな国づくり

▽
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
方

○
事
業
や
不
動
産
収
入
・
年
金
収
入

　
な
ど
が
あ
る
人
で
、
平
成
三
年
中

　
の
所
得
金
額
が
、
各
種
所
得
控
除

　
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
。

○
給
与
の
年
収
が
一
、
五
〇
〇
万
円
を

　
超
え
る
人
。

○
給
与
や
退
職
所
得
以
外
に
二
〇
万

　
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
場
合
。

○
給
与
を
一
．
一
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

　
て
い
る
人
な
ど
。

▽
収
支
内
訳
書
と
総
収
入

金
額
報
告
書

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
人
で
も
、
こ
れ
ら
の
総
収
入
金

額
の
合
計
額
が
三
、
○
○
○
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
総
収
入
金
額
報
告
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
告
す
る
と
税
金
が
還

　
付
さ
れ
る
場
合

○
住
宅
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た

　
場
合
。

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
。

○
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
。

○
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し

　
て
い
な
い
場
合
。

○
出
稼
ぎ
先
な
ど
で
所
得
税
を
納
め

　
た
場
合

　
く
わ
し
い
こ
と
は

高
田
税
務
署
（
上
越
市
西
城
町
三
）

　
台
〇
二
五
五
－
二
三
ー
四
一
七
一

松
之
山
町
役
場
税
務
係

　
盈
六
－
三
一
三
一
　
内
線
二
六
ま

　
た
は
二
七
番
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

納税相談の日程

◎所得税の確定申告と還付申告

会場　役場2階
2月17日（月〉～26日（水）

午前9時～午後4時まで

　※税務署または役場からの案内通知により

　おいでください。

◎住民税（町県民税）の申告相談と受理

2月28日働～3月12日（湘

※例年どおり各地区・集落毎に行います。

　日程は後日お知らせします。

ド
競、

、
譲
撃

、

　し　　　
一〆零

o　　．昌

’ン　　 双

羅ゆ
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
定
資

産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的
な
重

要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
納
税

者
に
見
て
も
ら
う
事
に
よ
っ
て
、
登

録
事
項
の
正
確
性
を
確
め
る
制
度
で

す
。　
今
年
の
縦
覧
期
間
は
三
月
二
日
か

ら
二
十
一
日
で
、
役
場
二
階
の
税
務

係
で
行
い
ま
す
。

　
今
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
申
告
し
て
い

た
だ
い
た
土
地
に
つ
い
て
は
現
況
確

認
を
終
え
ま
し
た
が
、
来
年
度
以
降

も
現
況
を
確
認
し
現
況
課
税
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
あ
な
た
の
所
有
地
で
、
登
記
地
目

と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
土
地
（
農

地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
は
役
場
税
務
係
ま

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
は
三
月
末
日
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。
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小
正
月
の
奇
祭
と
し
て
全
国
的
に

有
名
な
「
婿
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り
」
が

一
月
十
五
日
午
後
、
湯
本
の
薬
師
堂

周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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暖
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、
婿
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雪
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。
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。
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。
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が
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。
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。
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落
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。
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台
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わ
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し
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。
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柳
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ま
っ
て

き
た
こ
ろ
温
泉
組
合
長
の
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ス
ミ
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。
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。
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。
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収
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．
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。
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。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
　
課
税
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

農
業
・
林
業
な
ど
の
自
営
業
や
サ

ー
ビ
ス
業
を
営
む
皆
さ
ん
、
確
定
申

告
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
、
課
税
所
得
額
か

ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年

間
に
納
め
た
保
険
料
で
す
。

　
自
分
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
の
分
の
保
険
料
を
あ
な
た
が
支
払

平成3年の

っ
た
場
合
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
免
除
期
間
の
追
納
保
険
料
や
、
昨

年
の
未
納
保
険
料
な
ど
も
同
様
で
す
。

　
二
月
十
七
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
に
行
う
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際

は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
年
の
保
険
料
の
額
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
納
め
た
金
額
が
わ
か
ら
な

い
方
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
た

は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

月
　
　
額

定
　
　
額

1月～3月 8，400円

4月～12月 9，000円

付加保険料 400円

年
　
　
額

定額保険料 106，200円

付加保険料 4，800円

定額＋付加 111，000円

保
険
料
免
除
を
受
け
た
期
間
は
ぜ
ひ
追
納
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
に
は
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
や
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
な
ど
に
対
し
、
保
険
料
納

付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
計
算
す
る
際
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
十
年
前
の
分
ま
で
に

限
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
て
不
利
な
部
分
に
つ
い
て
穴
埋
め

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
保
険
料
の
「
追
納
」
と
い

い
、
次
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

●
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
の
免
除

　
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
保
険

　
料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

●
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降
の
免
除

　
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
保
険

　
料
額
に
左
表
の
乗
率
を
掛
け
て
算

　
出
し
た
額
を
、
そ
の
保
険
料
に
加

　
算
し
て
納
め
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、

　
追
納
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
後
の
生

活
設
計
も
大
切
で
す
。

　
過
去
に
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

た
が
、
今
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

簾

免除を受けた月

の属する年度

条例で定め

た乗率

前3年度 0，055

前4年度 0，113

前5年度 0，174

前6年度 0，239

前7年度 0，307

前8年度 0，379

前9年度 0，455

前10年度 0，535

2月は農業者年金加入促進強調月間です

㊥

40歳以上の人も45歳までは

特例的に加入でぎます。

後継者加入の要件を備えているにもかかわらず農業者年金に加入していない後継者

に経営移譲したときには加算なしの年金しか受けられませんが、譲受前に後継者か

農業者年金に加入しておけば有利な加算付年金が支給されます・

④

（30ア蒲農一ル）

o■■
8、’」

）の員人成法構産事

善主）

（②㊦◎の後継者）

D01　　プ　l　ll：：二i　．　’≡庸当　≡」．　　　　　．

①サラリーマン期間のうち農業に従事していた5年以内の期間
②死亡した配偶者の保険料納付期間
③農業生産法人構成員の期間
④農協、土地改良区等の農林漁業団体の常勤役員の期間
⑤出稼ぎの期間

まだ農業者年金に加入してない後継者がもし国民年金墓金に加入しても、

50アール以上の農業経営を譲り受けたらその年金加入資格がなくなります。

将来、経営移譲を受ける予定の方は、最初から農業者年金に入りましょう。

0
に螺

　農業者年金に加入する資格がありながら、まだ加入手続をしていない皆さん、

この機会に1日も早く加入手続をされることをおすすめいたします。

　農業者年金についてのくわしいこと1よ農業委員会（奮6－3131）または農協

本所（餐6－2011）までお間い合わせください。
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保
険
料
な
ど
も
同
様
で
す
。

　
二
月
十
七
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
に
行
う
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際

は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
年
の
保
険
料
の
額
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
納
め
た
金
額
が
わ
か
ら
な

い
方
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
た

は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

月
　
　
額

定
　
　
額

1月～3月 8，400円

4月～12月 9，000円

付加保険料 400円

年
　
　
額

定額保険料 106，200円

付加保険料 4，800円

定額＋付加 111，000円

保
険
料
免
除
を
受
け
た
期
間
は
ぜ
ひ
追
納
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
に
は
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
や
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
な
ど
に
対
し
、
保
険
料
納

付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
計
算
す
る
際
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
十
年
前
の
分
ま
で
に

限
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
て
不
利
な
部
分
に
つ
い
て
穴
埋
め

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
保
険
料
の
「
追
納
」
と
い

い
、
次
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

●
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
の
免
除

　
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
保
険

　
料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

●
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降
の
免
除

　
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
保
険

　
料
額
に
左
表
の
乗
率
を
掛
け
て
算

　
出
し
た
額
を
、
そ
の
保
険
料
に
加

　
算
し
て
納
め
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、

　
追
納
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
後
の
生

活
設
計
も
大
切
で
す
。

　
過
去
に
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

た
が
、
今
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

簾

免除を受けた月

の属する年度

条例で定め

た乗率

前3年度 0，055

前4年度 0，113

前5年度 0，174

前6年度 0，239

前7年度 0，307

前8年度 0，379

前9年度 0，455

前10年度 0，535

2月は農業者年金加入促進強調月間です

㊥

40歳以上の人も45歳までは

特例的に加入でぎます。

後継者加入の要件を備えているにもかかわらず農業者年金に加入していない後継者

に経営移譲したときには加算なしの年金しか受けられませんが、譲受前に後継者か

農業者年金に加入しておけば有利な加算付年金が支給されます・

④

（30ア蒲農一ル）

o■■
8、’」

）の員人成法構産事

善主）

（②㊦◎の後継者）

D01　　プ　l　ll：：二i　．　’≡庸当　≡」．　　　　　．

①サラリーマン期間のうち農業に従事していた5年以内の期間
②死亡した配偶者の保険料納付期間
③農業生産法人構成員の期間
④農協、土地改良区等の農林漁業団体の常勤役員の期間
⑤出稼ぎの期間

まだ農業者年金に加入してない後継者がもし国民年金墓金に加入しても、

50アール以上の農業経営を譲り受けたらその年金加入資格がなくなります。

将来、経営移譲を受ける予定の方は、最初から農業者年金に入りましょう。

0
に螺

　農業者年金に加入する資格がありながら、まだ加入手続をしていない皆さん、

この機会に1日も早く加入手続をされることをおすすめいたします。

　農業者年金についてのくわしいこと1よ農業委員会（奮6－3131）または農協

本所（餐6－2011）までお間い合わせください。
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1
濡
ト
ー

1月の．

7オト，

ニユース

4
上
蝦
池
冬
季
分
校
開
校

　
上
蝦
池
冬
季
分
校
は
例
年
十
二
月

か
ら
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
三
学

期
だ
け
の
開
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
分
校
で
学
ん
で
い
る
の
は
一
年
生

の
小
野
塚
夏
織
さ
ん
、
二
年
生
の
小

野
塚
良
美
さ
ん
、
重
野
夕
子
さ
ん
の

三
名
で
す
。

　
担
任
の
杉
田
先
生
は
、
本
校
の
東

川
小
学
校
で
も
三
・
四
年
生
を
受
持

っ
て
い
た
の
で
、
子
供
た
ち
は
寂
し

い
思
い
を
し
な
く
て
済
み
ま
し
た
。

　
集
会
所
の
研
修
室
に
は
新
し
い
ジ

ュ
ー
タ
ン
が
敷
か
れ
、
黒
板
や
机
・

椅
子
が
置
か
れ
る
と
狭
い
な
が
ら
も

教
室
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
全
校
行
事
や
合
同
授
業
が
あ
る
時

は
本
校
ま
で
行
き
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
は
分
校
で
三
人
仲
良
く
勉
強
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
と
離
れ
て
い
る
の
で

給
食
は
な
く
、
毎
日
弁
当
を
持
っ
て

く
る
そ
う
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
広
い
運
動
場
と
図
書

が
も
っ
と
ほ
し
い
そ
う
で
す
が
、
休

み
時
間
に
は
縄
跳
び
を
し
て
運
動
不

足
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
と
の
間
に
は
テ
レ
ビ
電
話
が

入
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち
は
友
達
と

良
く
話
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

3人仲良く勉強しています

8

愈悩す

2
西
之
前
の
塞
の
神
は
大
き
い
ぞ
！

　
小
正
月
の
民
俗
行
事
と
し
て
各
地

　
さ
い
で
塞
の
神
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
西

之
前
集
落
で
は
山
村
留
学
生
や
そ
の

家
族
が
参
加
し
て
大
き
な
塞
の
神
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
雪
が
少
な
く
、
塞
の
神
の

会
場
を
作
る
た
め
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で

雪
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
神
木
に
ワ

ラ
が
付
け
ら
れ
、
集
落
民
総
出
で
ロ

ー
プ
を
引
き
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
塞
の
神
は
約
十
m
あ
り
、

お
そ
ら
く
町
内
で
も
一
番
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
西
之
前
で
は
例
年
十
～
十
五
m
位

の
塞
の
神
を
作
っ
て
お
り
、
積
雪
量

や
ワ
ラ
の
量
で
大
き
さ
を
決
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

福
引
き
が
終
わ
る
と
ま
わ
り
は
薄
暗

く
な
り
、
年
男
年
女
の
皆
さ
ん
が
塞

の
神
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

　
火
は
勢
い
良
く
燃
え
あ
が
り
、
し

ば
ら
く
す
る
と
塞
の
神
に
ま
か
れ
て

い
た
縄
が
燃
え
切
れ
、
神
木
が
は
じ

け
る
と
と
も
に
ワ
ラ
灰
が
空
高
く
舞

い
上
が
り
ま
し
た
。

　
火
が
弱
ま
る
と
、
棒
の
先
に
モ
チ

や
ス
ル
メ
を
付
け
た
人
た
ち
が
塞
の

神
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

3
熱
戦
が
続
い
た
新
春
囲
碁
大
会

　
一
月
十
二
日
、
町
内
囲
碁
愛
好
者

の
交
流
と
親
睦
を
図
る
新
春
囲
碁
大

会
が
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
段
級
ご
と
に
三
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
有
段
者
で
六
名
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
～
四
級
で
六
名
、

C
ブ
ロ
ッ
ク
は
五
級
以
下
で
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
一
段
級
差
に
つ
き
一
目
置
か
れ
る

の
で
、
段
級
差
が
あ
っ
て
も
互
角
の

対
局
が
多
く
見
ら
れ
、
上
位
者
を
次

々
に
破
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
位
に
は

町
文
化
協
会
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
有
段
者
）

一
位
　
相
沢
伸
夫
（
二
段
・
松
之
山
）

二
位
　
村
山
　
伸
（
三
段
・
湯
本
）

三
位
　
村
山
悦
夫
（
三
段
・
上
川
手
）

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
～
四
級
）

一
位
　
佐
藤
敬
一
（
三
級
・
上
之
山
）

二
位
　
田
辺
雅
志
（
一
級
・
松
之
山
）

三
位
　
南
雲
晴
夫
（
三
級
・
西
之
前
）

▼
C
ブ
ロ
ッ
ク
（
五
級
以
下
）

一
位
伊
藤
与
一
（
六
級
・
松
之
山
）

二
位
　
小
口
竹
造
（
五
級
・
湯
山
）

三
位
　
大
見
慶
介
（
九
級
・
下
蝦
池
）

会場には碁石を置く音だけが流れました

大
納
会
象
箪

導
’
㌶

　
　
い
瀞
轟
．
夜
携
・

　
　
愈
ざ
．

’・

二
償
表
磐

水梨場所で横綱になった一天地六（さいころ

喜八郎さんの土俵入り

4
盛
り
上
が
つ
た
大
相
撲
松
之
山
場
所

　
国
技
館
で
行
わ
れ
た
大
相
撲
初
場

所
は
、
貴
花
田
の
史
上
最
年
少
優
勝

と
い
う
快
挙
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、

松
之
山
場
所
（
町
内
七
か
所
）
で
も

新
し
い
横
綱
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
相
撲
松
之
山
場
所
は
、
一
日
十

番
の
取
組
み
の
勝
敗
を
予
想
し
、
十

五
日
間
で
ど
れ
だ
け
当
て
ら
れ
る
か

を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

　
十
日
目
ご
ろ
か
ら
成
績
が
気
に
な

り
、
上
位
者
は
少
し
で
も
下
位
に
落

ち
よ
う
と
調
整
に
入
り
、
下
位
者
は

み
じ
め
な
千
秋
楽
を
迎
え
た
く
な
い

の
で
必
死
の
予
想
を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど

逆
の
結
果
に
な
り
、
終
盤
は
一
点
で

も
一
喜
一
憂
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　
七
か
所
の
中
で
一
一
八
名
と
い
う

力
士
数
を
数
え
る
松
里
場
所
と
、
六

九
名
の
布
川
場
所
は
力
士
数
も
多
く
、

二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
千
秋
楽
の
大

納
会
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
力
士
が
参

加
し
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
成
績
に
よ
っ
て
座
布
団
の
有
無
、

料
理
が
の
せ
ら
れ
る
お
膳
（
下
位
者

は
ハ
メ
板
）
ま
で
区
別
さ
れ
る
な
ど
、

こ
の
時
だ
け
は
勝
負
の
厳
し
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
綱
土
俵
入
り
や
出
世
力
士
披
露

で
は
、
盛
大
な
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
松
里
・
布
川
場
所
で
横
綱
に
な
ら

れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
松
里
場
所

東
横
綱
　
一
本
木
富
夫
　
九
五
点

　
　
　
　
（
藤
倉
　
上
太
田
）

西
横
綱
　
長
峰
山
民
雄
　
九
一
点

　
　
　
　
（
天
水
越
　
倉
峰
）

▼
布
川
場
所

東
横
綱
　
狂
輪
国
剛
尚
　
九
一
点

　
　
　
　
（
松
口
　
坂
本
）

西
横
綱
　
大
清
水
隆
義
　
九
一
点

　
　
　
　
（
中
尾
　
清
水
）
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す
。

　
西
之
前
で
は
例
年
十
～
十
五
m
位

の
塞
の
神
を
作
っ
て
お
り
、
積
雪
量

や
ワ
ラ
の
量
で
大
き
さ
を
決
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

福
引
き
が
終
わ
る
と
ま
わ
り
は
薄
暗

く
な
り
、
年
男
年
女
の
皆
さ
ん
が
塞

の
神
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

　
火
は
勢
い
良
く
燃
え
あ
が
り
、
し

ば
ら
く
す
る
と
塞
の
神
に
ま
か
れ
て

い
た
縄
が
燃
え
切
れ
、
神
木
が
は
じ

け
る
と
と
も
に
ワ
ラ
灰
が
空
高
く
舞

い
上
が
り
ま
し
た
。

　
火
が
弱
ま
る
と
、
棒
の
先
に
モ
チ

や
ス
ル
メ
を
付
け
た
人
た
ち
が
塞
の

神
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

3
熱
戦
が
続
い
た
新
春
囲
碁
大
会

　
一
月
十
二
日
、
町
内
囲
碁
愛
好
者

の
交
流
と
親
睦
を
図
る
新
春
囲
碁
大

会
が
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
段
級
ご
と
に
三
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
有
段
者
で
六
名
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
～
四
級
で
六
名
、

C
ブ
ロ
ッ
ク
は
五
級
以
下
で
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
一
段
級
差
に
つ
き
一
目
置
か
れ
る

の
で
、
段
級
差
が
あ
っ
て
も
互
角
の

対
局
が
多
く
見
ら
れ
、
上
位
者
を
次

々
に
破
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
位
に
は

町
文
化
協
会
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
有
段
者
）

一
位
　
相
沢
伸
夫
（
二
段
・
松
之
山
）

二
位
　
村
山
　
伸
（
三
段
・
湯
本
）

三
位
　
村
山
悦
夫
（
三
段
・
上
川
手
）

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
～
四
級
）

一
位
　
佐
藤
敬
一
（
三
級
・
上
之
山
）

二
位
　
田
辺
雅
志
（
一
級
・
松
之
山
）

三
位
　
南
雲
晴
夫
（
三
級
・
西
之
前
）

▼
C
ブ
ロ
ッ
ク
（
五
級
以
下
）

一
位
伊
藤
与
一
（
六
級
・
松
之
山
）

二
位
　
小
口
竹
造
（
五
級
・
湯
山
）

三
位
　
大
見
慶
介
（
九
級
・
下
蝦
池
）

会場には碁石を置く音だけが流れました

大
納
会
象
箪

導
’
㌶

　
　
い
瀞
轟
．
夜
携
・

　
　
愈
ざ
．

’・

二
償
表
磐

水梨場所で横綱になった一天地六（さいころ

喜八郎さんの土俵入り

4
盛
り
上
が
つ
た
大
相
撲
松
之
山
場
所

　
国
技
館
で
行
わ
れ
た
大
相
撲
初
場

所
は
、
貴
花
田
の
史
上
最
年
少
優
勝

と
い
う
快
挙
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、

松
之
山
場
所
（
町
内
七
か
所
）
で
も

新
し
い
横
綱
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
相
撲
松
之
山
場
所
は
、
一
日
十

番
の
取
組
み
の
勝
敗
を
予
想
し
、
十

五
日
間
で
ど
れ
だ
け
当
て
ら
れ
る
か

を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

　
十
日
目
ご
ろ
か
ら
成
績
が
気
に
な

り
、
上
位
者
は
少
し
で
も
下
位
に
落

ち
よ
う
と
調
整
に
入
り
、
下
位
者
は

み
じ
め
な
千
秋
楽
を
迎
え
た
く
な
い

の
で
必
死
の
予
想
を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど

逆
の
結
果
に
な
り
、
終
盤
は
一
点
で

も
一
喜
一
憂
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　
七
か
所
の
中
で
一
一
八
名
と
い
う

力
士
数
を
数
え
る
松
里
場
所
と
、
六

九
名
の
布
川
場
所
は
力
士
数
も
多
く
、

二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
千
秋
楽
の
大

納
会
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
力
士
が
参

加
し
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
成
績
に
よ
っ
て
座
布
団
の
有
無
、

料
理
が
の
せ
ら
れ
る
お
膳
（
下
位
者

は
ハ
メ
板
）
ま
で
区
別
さ
れ
る
な
ど
、

こ
の
時
だ
け
は
勝
負
の
厳
し
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
綱
土
俵
入
り
や
出
世
力
士
披
露

で
は
、
盛
大
な
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
松
里
・
布
川
場
所
で
横
綱
に
な
ら

れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
松
里
場
所

東
横
綱
　
一
本
木
富
夫
　
九
五
点

　
　
　
　
（
藤
倉
　
上
太
田
）

西
横
綱
　
長
峰
山
民
雄
　
九
一
点

　
　
　
　
（
天
水
越
　
倉
峰
）

▼
布
川
場
所

東
横
綱
　
狂
輪
国
剛
尚
　
九
一
点

　
　
　
　
（
松
口
　
坂
本
）

西
横
綱
　
大
清
水
隆
義
　
九
一
点

　
　
　
　
（
中
尾
　
清
水
）

9
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
越
道
川
上
流
域
に
位
置
し
、
南
は

関
田
山
脈
を
境
に
中
魚
沼
郡
津
南
町

と
接
し
て
い
る
。

　
古
来
よ
り
松
之
山
郷
と
妻
有
．
信

濃
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
国

道
四
〇
五
号
線
が
集
落
内
を
通
り
津

南
町
と
結
ば
れ
て
い
る
。

　
地
名
は
天
水
越
と
同
様
「
あ
ま
み

ず
」
と
呼
称
さ
れ
、
東
川
（
河
川
名
）

と
集
落
と
の
問
の
山
が
島
の
よ
う
に

見
え
る
の
で
天
水
島
と
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
留
守

原
用
水
に
着
手
し
、
文
政
六
（
一
八

二
三
）
年
に
完
成
し
た
。

　
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
か

ら
二
十
七
年
に
か
け
て
宝
用
水
の
工

事
を
行
い
、
総
延
長
五
、
六
六
九
m
の

水
路
が
造
ら
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
○
）
年
か

ら
県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
に
着
手

し
、
字
中
ノ
原
に
は
留
山
ダ
ム
が
構

築
さ
れ
、
宝
用
水
に
沿
う
よ
う
に
新

し
い
水
路
が
造
ら
れ
た
。

　
同
五
十
八
年
十
二
月
に
は
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
冬

場
の
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
天
水
島
集
落
に
包
含
さ
れ
た
旧
中

坪
集
落
は
、
藤
倉
村
の
枝
郷
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
字
は
藤
倉
に
な
っ
て

い
る
。

　
地
名
は
越
道
川
と
集
落
裏
の
山
と

の
問
に
開
け
た
坪
（
平
担
地
）
に
由

来
す
る
。

　
い
つ
ご
ろ
か
ら
松
里
地
区
に
属
し

た
か
は
不
明
だ
が
、
地
理
的
な
関
係

か
ら
天
水
島
と
の
結
び
つ
き
が
古
く

か
ら
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
中
坪
区
長
が
廃
止
さ

れ
、
名
実
と
も
に
中
坪
は
天
水
島
の

一
部
と
な
っ
た
。

フ
ト
が
完
成
し
、
同
五
十
八
年
十
二

月
三
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
三
年
目
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
・

駐
車
場
が
で
き
、
四
年
目
に
圧
雪
車

が
入
っ
て
計
画
が
完
了
し
た
。

　
し
か
し
、
広
い
初
心
者
コ
ー
ス
が

な
か
っ
た
の
で
、
平
成
元
年
に
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
横
の
ゲ
レ
ン
デ
を
整
備
し
、

第
三
ペ
ア
リ
フ
ト
が
新
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
初
心
者
コ
ー
ス
の
完
成
に
よ

松
之
山
温
泉

　
　
　
ス
キ
ー
場

　
温
泉
場
近
く
に
ス
キ
ー
場
が
欲
し

い
と
い
う
観
光
客
の
要
望
に
こ
た
え

る
た
め
、
町
で
は
昭
和
五
十
七
年
か

ら
四
年
計
画
で
ス
キ
i
場
の
造
成
を

始
め
た
。

　
二
年
目
に
ゲ
レ
ン
デ
と
二
基
の
リ

り
、
家
族
連
れ
や
県
外
客
が
大
幅
に

増
加
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
松
之

山
町
の
観
光
資
源
と
し
て
最
も
重
要

な
施
設
と
な
っ
た
。

　
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
、
湯

本
巡
査
派
出
所
が
設
置
さ
れ
た
が
非

常
駐
だ
っ
た
。

澤
、

幽
♂
、

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
一

諺
レ

年々利用者が増加し、冬期観光の柱となった松之山温泉スキー場

　
明
治
二
十
七
年
一
月
、
温
泉
街
の

警
備
と
松
里
地
区
の
治
安
を
守
る
た

め
湯
本
に
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
、
東
川
駐
在
所
の

廃
止
に
伴
い
上
布
川
地
区
も
管
轄
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
の
管
轄
区
域
は
、
松
里
地
区
．

上
布
川
地
区
・
湯
山
集
落
の
広
範
囲

に
及
ん
で
い
る
。

　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
、
湯
本
か

ら
現
在
地
に
新
築
移
転
さ
れ
た
。

　
駐
在
所
の
名
称
は
長
年
親
し
ま
れ

て
き
た
「
湯
本
駐
在
所
」
だ
が
、
駐

在
所
の
大
字
名
は
「
天
水
越
」
で
あ

り
、
行
政
区
は
「
天
水
島
」
で
あ
る
。

　
熊
野
神
社
の
創
立
年
月
は
不
明
で

あ
る
。

　
天
水
島
で
は
白
山
神
社
も
奉
斎
し

■
て
き
た
が
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇

八
）
年
七
月
熊
野
神
社
に
合
祀
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
五
日
、

地
理
的
・
行
政
的
な
つ
な
が
り
か
ら
、

旧
中
坪
集
落
の
十
二
神
社
が
熊
野
神

社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
宝
用
水
の
原
型
は
、
文
化
十
年
に

工
事
が
始
ま
っ
た
留
守
原
用
水
で
あ

る
。

　
山
の
斜
面
を
切
開
い
て
造
ら
れ
た

田
は
、
文
字
ど
お
り
降
雨
頼
り
の
天

水
田
で
あ
る
。

　
川
筋
の
田
は
川
水
を
利
用
で
き
た

が
、
天
水
田
で
は
満
足
な
水
も
な
く
、

ひ
と
た
び
日
照
り
が
続
く
と
田
は
干

　
　
か
ん
ば
つ

さ
れ
旱
魑
と
な
っ
た
。

　
留
守
原
用
水
は
当
初
五
か
年
の
予

定
で
工
事
を
始
め
た
が
、
予
想
以
上

に
難
工
事
で
約
十
年
を
費
や
し
て
よ

う
や
く
完
成
し
た
。

　
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
七
年
ま

で
留
守
原
用
水
を
大
改
修
し
、
名
称

も
宝
用
水
と
か
え
ら
れ
た
。

一
、
七
〇
〇
m
も
同
時
に
建
設
さ
れ
た
。

　
ダ
ム
湖
と
ま
わ
り
の
木
々
は
良
く

調
和
し
、
町
の
新
し
い
観
光
名
所
と

な
っ
て
い
る
。

農
協
松
里
支
所

　
松
里
地
区
の
水
田
の
多
く
は
天
水

田
で
あ
り
段
々
田
ん
ぽ
で
あ
る
。

　
そ
の
情
景
は
「
耕
し
て
天
に
至
る
」

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
、
農
業
経
営
の
近

代
化
と
合
理
化
を
図
る
目
的
で
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
水
源
の
確
保
（
留

山
ダ
ム
及
び
幹
線
用
水
路
）
と
圃
場

整
備
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
平
成
元

年
度
完
工
し
た
。

　
留
山
ダ
ム
は
総
事
業
費
約
二
十
七

億
円
で
建
設
さ
れ
、
堤
高
二
九
m
、

堤
長
一
三
五
m
、
総
貯
水
量
四
二
万

㎡
の
ダ
ム
で
、
右
岸
幹
線
用
水
路
約

五
、
五
〇
〇
m
、
左
岸
幹
線
用
水
路
約

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
同
二
十
三
年
二
月
二

十
五
日
松
里
農
業
協
同
組
合
が
設
立

さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
年
代
、
松
里
地
区
で
は

木
炭
の
生
産
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
米

と
と
も
に
農
協
の
重
要
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
石
油
・
ガ
ス

な
ど
の
化
石
燃
料
が
主
流
に
な
り
、

木
炭
の
生
産
量
は
し
だ
い
に
減
少
し

て
き
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
過
疎
化
の

進
行
と
減
反
政
策
で
組
合
員
が
減
少

し
、
零
細
農
協
で
は
経
営
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
、
松
里

農
協
は
松
之
山
・
布
川
農
協
と
合
併

し
、
松
之
山
町
農
協
松
里
支
所
と
な

っ
た
。

の
　
湯

騰懸　掘
削
の
依
頼
主
は
十
日
町
自
動
車

商
会
を
経
営
す
る
島
田
久
吉
で
、
掘

削
技
師
は
豊
富
な
経
験
を
持
つ
大
荒

戸
の
高
沢
利
正
だ
っ
た
。

　
十
日
町
自
動
車
商
会
は
昭
和
六
年

七
月
か
ら
松
之
山
温
泉
～
津
南
駅
間

の
乗
合
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
島

田
は
松
之
山
温
泉
に
も
遠
方
か
ら
の

観
光
客
や
団
体
客
が
宿
泊
で
き
る
観

光
旅
館
が
必
要
と
考
え
て
い
た
。

鏡
　
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
十
二
月
、

現
在
の
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
浴
場
裏
で
温

泉
掘
削
が
始
ま
っ
た
。

ダム湖に映る新緑や紅葉は美しい松里地区の田畑を潤す留山ダム

　
昭
和
十
二
年
春
、
島
田
は
雪
解
け

を
待
っ
て
群
馬
か
ら
大
勢
の
大
工
を

呼
び
、
掘
削
櫓
の
下
に
浴
室
と
旅
館

を
建
て
始
め
た
。

　
こ
れ
に
は
村
人
が
驚
い
た
。

　
ま
だ
湯
は
出
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
同
年
五
月
七
日
、
大
量
の

ガ
ス
と
と
も
に
温
泉
が
噴
き
出
し
て

き
た
。

　
島
田
は
伝
説
「
松
山
鏡
」
を
引
用

し
て
、
こ
の
新
温
泉
を
「
鏡
の
湯
」

と
命
名
し
、
同
年
九
月
一
日
、
凌
雲

閣
ホ
テ
ル
は
営
業
を
開
始
し
た
。

　
越
道
川
と
湯
本
川
の
合
流
点
近
く

に
中
坪
橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
を
渡
る

と
そ
こ
は
中
坪
地
内
、
そ
の
一
角
に

通
称
湯
尻
と
呼
ぶ
所
が
あ
る
。

　
そ
の
名
の
と
お
り
今
も
低
温
微
量

の
鉱
泉
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
、

　
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
、
天
水

越
村
の
信
之
丞
が
温
泉
掘
削
を
行
っ

た
が
成
果
は
上
が
ら
ず
、
資
金
も
尽

き
て
つ
い
に
掘
削
を
断
念
し
た
。

　
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
藤
倉

村
の
戸
長
小
野
塚
勘
逸
が
温
泉
掘
削

に
成
功
し
、
湯
宿
を
建
て
て
営
業
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
新
潟
県
か
ら
の
営
業
許

可
が
下
り
な
い
ま
ま
、
小
野
塚
勘
逸

は
高
齢
を
理
由
に
営
業
権
を
息
子
兼

太
郎
に
譲
っ
た
。

　
同
十
三
年
四
月
、
よ
う
や
く
営
業

許
可
が
下
り
、
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て

当
初
は
か
な
り
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

た
が
、
湯
本
の
湯
に
は
抗
す
べ
く
も

な
く
、
客
足
は
次
第
に
遠
の
い
て
不

振
が
続
い
た
。

　
明
治
十
七
年
十
一
月
、
わ
ず
か
四

年
で
湯
宿
は
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。

‘‘
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
越
道
川
上
流
域
に
位
置
し
、
南
は

関
田
山
脈
を
境
に
中
魚
沼
郡
津
南
町

と
接
し
て
い
る
。

　
古
来
よ
り
松
之
山
郷
と
妻
有
．
信

濃
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
国

道
四
〇
五
号
線
が
集
落
内
を
通
り
津

南
町
と
結
ば
れ
て
い
る
。

　
地
名
は
天
水
越
と
同
様
「
あ
ま
み

ず
」
と
呼
称
さ
れ
、
東
川
（
河
川
名
）

と
集
落
と
の
問
の
山
が
島
の
よ
う
に

見
え
る
の
で
天
水
島
と
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
留
守

原
用
水
に
着
手
し
、
文
政
六
（
一
八

二
三
）
年
に
完
成
し
た
。

　
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
か

ら
二
十
七
年
に
か
け
て
宝
用
水
の
工

事
を
行
い
、
総
延
長
五
、
六
六
九
m
の

水
路
が
造
ら
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
○
）
年
か

ら
県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
に
着
手

し
、
字
中
ノ
原
に
は
留
山
ダ
ム
が
構

築
さ
れ
、
宝
用
水
に
沿
う
よ
う
に
新

し
い
水
路
が
造
ら
れ
た
。

　
同
五
十
八
年
十
二
月
に
は
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
冬

場
の
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
天
水
島
集
落
に
包
含
さ
れ
た
旧
中

坪
集
落
は
、
藤
倉
村
の
枝
郷
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
字
は
藤
倉
に
な
っ
て

い
る
。

　
地
名
は
越
道
川
と
集
落
裏
の
山
と

の
問
に
開
け
た
坪
（
平
担
地
）
に
由

来
す
る
。

　
い
つ
ご
ろ
か
ら
松
里
地
区
に
属
し

た
か
は
不
明
だ
が
、
地
理
的
な
関
係

か
ら
天
水
島
と
の
結
び
つ
き
が
古
く

か
ら
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
中
坪
区
長
が
廃
止
さ

れ
、
名
実
と
も
に
中
坪
は
天
水
島
の

一
部
と
な
っ
た
。

フ
ト
が
完
成
し
、
同
五
十
八
年
十
二

月
三
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
三
年
目
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
・

駐
車
場
が
で
き
、
四
年
目
に
圧
雪
車

が
入
っ
て
計
画
が
完
了
し
た
。

　
し
か
し
、
広
い
初
心
者
コ
ー
ス
が

な
か
っ
た
の
で
、
平
成
元
年
に
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
横
の
ゲ
レ
ン
デ
を
整
備
し
、

第
三
ペ
ア
リ
フ
ト
が
新
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
初
心
者
コ
ー
ス
の
完
成
に
よ

松
之
山
温
泉

　
　
　
ス
キ
ー
場

　
温
泉
場
近
く
に
ス
キ
ー
場
が
欲
し

い
と
い
う
観
光
客
の
要
望
に
こ
た
え

る
た
め
、
町
で
は
昭
和
五
十
七
年
か

ら
四
年
計
画
で
ス
キ
i
場
の
造
成
を

始
め
た
。

　
二
年
目
に
ゲ
レ
ン
デ
と
二
基
の
リ

り
、
家
族
連
れ
や
県
外
客
が
大
幅
に

増
加
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
松
之

山
町
の
観
光
資
源
と
し
て
最
も
重
要

な
施
設
と
な
っ
た
。

　
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
、
湯

本
巡
査
派
出
所
が
設
置
さ
れ
た
が
非

常
駐
だ
っ
た
。

澤
、

幽
♂
、

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
一

諺
レ

年々利用者が増加し、冬期観光の柱となった松之山温泉スキー場

　
明
治
二
十
七
年
一
月
、
温
泉
街
の

警
備
と
松
里
地
区
の
治
安
を
守
る
た

め
湯
本
に
駐
在
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
、
東
川
駐
在
所
の

廃
止
に
伴
い
上
布
川
地
区
も
管
轄
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
の
管
轄
区
域
は
、
松
里
地
区
．

上
布
川
地
区
・
湯
山
集
落
の
広
範
囲

に
及
ん
で
い
る
。

　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
、
湯
本
か

ら
現
在
地
に
新
築
移
転
さ
れ
た
。

　
駐
在
所
の
名
称
は
長
年
親
し
ま
れ

て
き
た
「
湯
本
駐
在
所
」
だ
が
、
駐

在
所
の
大
字
名
は
「
天
水
越
」
で
あ

り
、
行
政
区
は
「
天
水
島
」
で
あ
る
。

　
熊
野
神
社
の
創
立
年
月
は
不
明
で

あ
る
。

　
天
水
島
で
は
白
山
神
社
も
奉
斎
し

■
て
き
た
が
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇

八
）
年
七
月
熊
野
神
社
に
合
祀
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
五
日
、

地
理
的
・
行
政
的
な
つ
な
が
り
か
ら
、

旧
中
坪
集
落
の
十
二
神
社
が
熊
野
神

社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
宝
用
水
の
原
型
は
、
文
化
十
年
に

工
事
が
始
ま
っ
た
留
守
原
用
水
で
あ

る
。

　
山
の
斜
面
を
切
開
い
て
造
ら
れ
た

田
は
、
文
字
ど
お
り
降
雨
頼
り
の
天

水
田
で
あ
る
。

　
川
筋
の
田
は
川
水
を
利
用
で
き
た

が
、
天
水
田
で
は
満
足
な
水
も
な
く
、

ひ
と
た
び
日
照
り
が
続
く
と
田
は
干

　
　
か
ん
ば
つ

さ
れ
旱
魑
と
な
っ
た
。

　
留
守
原
用
水
は
当
初
五
か
年
の
予

定
で
工
事
を
始
め
た
が
、
予
想
以
上

に
難
工
事
で
約
十
年
を
費
や
し
て
よ

う
や
く
完
成
し
た
。

　
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
七
年
ま

で
留
守
原
用
水
を
大
改
修
し
、
名
称

も
宝
用
水
と
か
え
ら
れ
た
。

一
、
七
〇
〇
m
も
同
時
に
建
設
さ
れ
た
。

　
ダ
ム
湖
と
ま
わ
り
の
木
々
は
良
く

調
和
し
、
町
の
新
し
い
観
光
名
所
と

な
っ
て
い
る
。

農
協
松
里
支
所

　
松
里
地
区
の
水
田
の
多
く
は
天
水

田
で
あ
り
段
々
田
ん
ぽ
で
あ
る
。

　
そ
の
情
景
は
「
耕
し
て
天
に
至
る
」

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
、
農
業
経
営
の
近

代
化
と
合
理
化
を
図
る
目
的
で
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
水
源
の
確
保
（
留

山
ダ
ム
及
び
幹
線
用
水
路
）
と
圃
場

整
備
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
平
成
元

年
度
完
工
し
た
。

　
留
山
ダ
ム
は
総
事
業
費
約
二
十
七

億
円
で
建
設
さ
れ
、
堤
高
二
九
m
、

堤
長
一
三
五
m
、
総
貯
水
量
四
二
万

㎡
の
ダ
ム
で
、
右
岸
幹
線
用
水
路
約

五
、
五
〇
〇
m
、
左
岸
幹
線
用
水
路
約

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
同
二
十
三
年
二
月
二

十
五
日
松
里
農
業
協
同
組
合
が
設
立

さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
年
代
、
松
里
地
区
で
は

木
炭
の
生
産
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
米

と
と
も
に
農
協
の
重
要
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
石
油
・
ガ
ス

な
ど
の
化
石
燃
料
が
主
流
に
な
り
、

木
炭
の
生
産
量
は
し
だ
い
に
減
少
し

て
き
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
過
疎
化
の

進
行
と
減
反
政
策
で
組
合
員
が
減
少

し
、
零
細
農
協
で
は
経
営
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
、
松
里

農
協
は
松
之
山
・
布
川
農
協
と
合
併

し
、
松
之
山
町
農
協
松
里
支
所
と
な

っ
た
。

の
　
湯

騰懸　掘
削
の
依
頼
主
は
十
日
町
自
動
車

商
会
を
経
営
す
る
島
田
久
吉
で
、
掘

削
技
師
は
豊
富
な
経
験
を
持
つ
大
荒

戸
の
高
沢
利
正
だ
っ
た
。

　
十
日
町
自
動
車
商
会
は
昭
和
六
年

七
月
か
ら
松
之
山
温
泉
～
津
南
駅
間

の
乗
合
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
島

田
は
松
之
山
温
泉
に
も
遠
方
か
ら
の

観
光
客
や
団
体
客
が
宿
泊
で
き
る
観

光
旅
館
が
必
要
と
考
え
て
い
た
。

鏡
　
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
十
二
月
、

現
在
の
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
浴
場
裏
で
温

泉
掘
削
が
始
ま
っ
た
。

ダム湖に映る新緑や紅葉は美しい松里地区の田畑を潤す留山ダム

　
昭
和
十
二
年
春
、
島
田
は
雪
解
け

を
待
っ
て
群
馬
か
ら
大
勢
の
大
工
を

呼
び
、
掘
削
櫓
の
下
に
浴
室
と
旅
館

を
建
て
始
め
た
。

　
こ
れ
に
は
村
人
が
驚
い
た
。

　
ま
だ
湯
は
出
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
同
年
五
月
七
日
、
大
量
の

ガ
ス
と
と
も
に
温
泉
が
噴
き
出
し
て

き
た
。

　
島
田
は
伝
説
「
松
山
鏡
」
を
引
用

し
て
、
こ
の
新
温
泉
を
「
鏡
の
湯
」

と
命
名
し
、
同
年
九
月
一
日
、
凌
雲

閣
ホ
テ
ル
は
営
業
を
開
始
し
た
。

　
越
道
川
と
湯
本
川
の
合
流
点
近
く

に
中
坪
橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
を
渡
る

と
そ
こ
は
中
坪
地
内
、
そ
の
一
角
に

通
称
湯
尻
と
呼
ぶ
所
が
あ
る
。

　
そ
の
名
の
と
お
り
今
も
低
温
微
量

の
鉱
泉
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
、

　
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
、
天
水

越
村
の
信
之
丞
が
温
泉
掘
削
を
行
っ

た
が
成
果
は
上
が
ら
ず
、
資
金
も
尽

き
て
つ
い
に
掘
削
を
断
念
し
た
。

　
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
藤
倉

村
の
戸
長
小
野
塚
勘
逸
が
温
泉
掘
削

に
成
功
し
、
湯
宿
を
建
て
て
営
業
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
新
潟
県
か
ら
の
営
業
許

可
が
下
り
な
い
ま
ま
、
小
野
塚
勘
逸

は
高
齢
を
理
由
に
営
業
権
を
息
子
兼

太
郎
に
譲
っ
た
。

　
同
十
三
年
四
月
、
よ
う
や
く
営
業

許
可
が
下
り
、
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て

当
初
は
か
な
り
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

た
が
、
湯
本
の
湯
に
は
抗
す
べ
く
も

な
く
、
客
足
は
次
第
に
遠
の
い
て
不

振
が
続
い
た
。

　
明
治
十
七
年
十
一
月
、
わ
ず
か
四

年
で
湯
宿
は
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。

‘‘
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わ
ざ

　
昨
年
の
広
報
二
月
号
で
技
道
場
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
ワ
ラ
工

品
や
竹
細
工
な
ど
の
作
品
展
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
昔
前
で
あ
れ
ば
、
イ
ロ
リ
の
そ

ば
で
ス
ッ
ポ
ン
や
セ
ナ
コ
ウ
ジ
な
ど

を
作
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、
ワ

ラ
・
ス
ゲ
工
品
や
竹
細
工
な
ど
昔
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
製
品
が
見
ら
れ

な
く
な
づ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
に
よ
り
皆
様
方
の
勉

強
会
や
、
そ
の
技
術
を
次
世
代
の
人

達
に
伝
承
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
作
っ
て
い
な
い
が
前
は
作
っ

て
い
た
、
人
と
少
し
ち
が
っ
た
作
り

方
を
し
て
い
る
人
な
ど
、
ど
ん
な
製

　
各
地
で
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
松
之
山
中
学
校
三
年
生

小
山
俊
之
君
（
新
山
・
小
島
屋
）
が

第
二
十
九
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
予
選
会
と
な
っ
た
県
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
は
、
一
月
二
十
一
日
・
二
十

二
日
守
門
村
の
須
原
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
、
回
転
種
目
で
見
事
十
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
し

た
選
手
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
や
距
離

競
技
な
ど
合
わ
せ
て
五
十
七
人
で
、

品
で
も
結
構
で
す
。

　
近
年
の
本
物
志
向
で
、
こ
れ
ら
の

民
芸
品
・
伝
統
品
が
見
直
さ
れ
は
じ

め
ま
し
た
。

　
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
作
品
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
作
品
展
示
期
問

　
三
月
八
日
（
日
）
～
十
三
日
（
金
）

▼
会
　
場

　
松
之
山
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
作
晶
受
付
期
間

　
三
月
二
日
（
月
）
～
五
日
（
木
）

▼
そ
の
他

　
作
品
は
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ

　
さ
い
。

　
な
お
、
届
け
ら
れ
な
い
方
は
公
民

　
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
作
品
は
展
示
後
返
却
い
た
し
ま
す
。

郡
内
で
は
小
山
君
た
だ
一
人
で
す
。

　
全
国
大
会
は
二
月
五
日
か
ら
七
日

ま
で
長
野
県
の
野
沢
温
泉
村
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
少
し

で
も
早
く
会
場
に
な
れ
よ
う
と
、
二

月
二
日
か
ら
現
地
合
宿
を
行
い
ま
し

た
。　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
が
で
き
て

か
ら
、
全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
す

る
選
手
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
全
国
を

め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

／
4

～
メ
．

職
・

寡煽　Ψ
　フキノトウと大きさを比較してみてください。

まさに名人技といえる作品です。

　多くの方から出品していただきたいと思います。

　全国大会出場前に町長から

激励を受けた小山俊之君。

左は松中の中山先生

‘2

　
現
在
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
の
取
付
け
が
集
落
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
取
付
け
工
事

も
順
調
に
進
み
二
月
中
旬
に
は
完
了

す
る
見
込
み
で
す
。

　
取
付
け
に
際
し
ま
し
て
は
色
々
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
予
定
通

り
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　

ま
た
、
一
月
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
現
地
調
整
が
行
わ
れ
、
役
場

　　侮！寒

鄭1黙ナ乳、．
無

辮
帆

の
無
線
室
・
中
継
局
・
屋
外
子
局
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
機
材
が
調
整

さ
れ
ま
し
た
。

　
山
と
谷
ば
か
り
の
松
之
山
町
の
地

形
は
電
波
に
と
っ
て
あ
ぎ
り
良
く
な

く
、
技
術
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
苦
労

し
た
よ
う
で
す
。

　
平
年
で
あ
れ
ば
、
中
継
局
の
あ
る

大
厳
寺
高
原
へ
車
で
行
く
事
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
で
す
が
、
今
年
は
少
雪

の
た
め
除
雪
を
し
て
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
な
お
、
こ
の
現
地
調

　
　
　
に
よ
っ
て
、
各
種
機
材
が

　
　
　
正
常
に
作
動
し
て
い
る
こ

　
　
　
と
が
確
め
ら
れ
ま
し
た
。

麟諜で　

新幹線利用者に大好評1

ふるさと直通号冬期時刻表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3／1～3／31

松之山→越後湯沢→東京　　　　東京→越後湯沢→松之山

松之山温泉発 8：10 14：00 上越新幹線 あさひ305号 とき417号 とき455号
湯山（清八商店前）発 8：13 14：03 東　京　駅　発 9：08 14：32 （上野始発）

松之山診療所前発 8：15 14：05 上　野　駅　発 9：14 14：38 14：58

橋　　詰．　発 8＝18 14：08 大　宮　駅　発 9：34 14：58 15：18

五十子平入口発 8＝21 14：11 越後湯沢駅着 10：33 16：02 16：22

東　　川　　発 8：23 14＝13 越後湯沢駅西口発 10：40 16 30

越後湯沢駅西口着 9＝40 15：30 東　　川　　着 11：、57 17．47

上越新幹線 とき452号 と巻420号 五十子平入口着 『
　 11：59 17：49

越後湯沢駅発 10：06 15＝47 橋　　詰　　着 12：02 17：52

大　宮　駅　着 11：10 16：54 松之山診療所前着 12：05 17：55

上　野　駅　着 11：30 17：14 湯山（清八商店前）着 12：07 17：57

東　京　駅　着 11：36 17：20 松之山温泉着 12＝10 18：00

※料金（片道）大人1，000円　1歳以上中学隼まで500円

※越後湯沢駅西口（温泉街）には停留所がありませんので、発車時間になりましたら西口駅前広場で

　お待ちください。
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わ
ざ

　
昨
年
の
広
報
二
月
号
で
技
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の
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し
ま
し
た
が
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ワ
ラ
工
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竹
細
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な
ど
の
作
品
展
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開
催

す
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こ
と
に
な
り
ま
し
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。

　
一
昔
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の
そ
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作
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、
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ス
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竹
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昔
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ら
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製
品
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見
ら
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ま
し
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。
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。
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、
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が
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小
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之
君
（
新
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・
小
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）
が

第
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回
全
国
中
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ス
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大
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に
出
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し
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た
。

　
予
選
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と
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中
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・
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で
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、
回
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目
で
見
事
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位
に
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か
ら
全
国
大
会
に
出
場
し

た
選
手
は
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ア
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ン
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技
や
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離

競
技
な
ど
合
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せ
て
五
十
七
人
で
、

品
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で
す
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近
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の
本
物
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向
で
、
こ
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ら
の

民
芸
品
・
伝
統
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が
見
直
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れ
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心
の
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も
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手
作
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作
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館
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な
お
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届
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れ
な
い
方
は
公
民

　
館
ま
で
ご
連
絡
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だ
さ
い
。

　
作
品
は
展
示
後
返
却
い
た
し
ま
す
。

郡
内
で
は
小
山
君
た
だ
一
人
で
す
。

　
全
国
大
会
は
二
月
五
日
か
ら
七
日

ま
で
長
野
県
の
野
沢
温
泉
村
で
開
催
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れ
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
少
し

で
も
早
く
会
場
に
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れ
よ
う
と
、
二

月
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日
か
ら
現
地
合
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を
行
い
ま
し

た
。　
松
之
山
温
泉
ス
キ
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場
が
で
き
て

か
ら
、
全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
す

る
選
手
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
中
・
高
校
生
の
皆
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ん
、
全
国
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張
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中
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に
は
完
了

す
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見
込
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で
す
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取
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け
に
際
し
ま
し
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と

ご
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し
ま
し
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が
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さ
ま
の
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理
解
と
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協
力
で
予
定
通
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作
業
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こ
と
が
で
き
ま
し

た
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ま
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日
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中
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局
の
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へ
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冒
険
家
小
嶋

　
育
て
る
会
松
之
山
学
園
及
び
町
教

育
委
員
会
は
、
犬
ゾ
リ
レ
ー
サ
ー
で

冒
険
家
の
小
嶋
一
男
氏
を
招
い
て
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
小
嶋
氏
は
昭
和
十
八
年
東
京
で
生

ま
れ
、
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
卒
業

後
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ

ン
島
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

一
男
氏
の
講
演
会
を
開
催

ド
を
犬
ゾ
リ
で
横
断
し
、
そ
の
後
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
年
と
六
十
二
年
の
二
回
、

ア
ラ
ス
カ
の
ア
ン
カ
レ
ジ
か
ら
ノ
ー

ム
ま
で
約
一
、
八
O
O
㎞
を
犬
ゾ
リ

で
走
破
す
る
「
ア
イ
デ
ィ
タ
ロ
ッ
ト

国
際
犬
ゾ
リ
レ
ー
ス
」
に
出
場
し
、

完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
苦
し
か
っ
た
レ
ー
ス

の
様
子
や
、
ア
ラ
ス
カ
の
雄
大
な
自

然
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
二
月
十
日
（
月
）

　
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
頃
ま
で

▼
場
　
所
　
松
之
山
町
自
然
休
養
村

　
セ
ン
タ
ー
二
階
　
大
会
議
室

▼
そ
の
他
　
夜
間
で
す
が
車
で
の
送

　
迎
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
冬
休
み
に
取
材
が
行
わ
れ
た
、
山

村
留
学
生
た
ち
の
活
動
が
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
子
供
た
ち

の
生
活
ぶ
り
を
追
跡
し
た
番
組
で
、

タ
イ
ト
ル
は
「
ち
び
っ
子
大
冒
険
！

体
験
・
冬
の
豪
雪
地
帯
」
で
す
。

　
松
之
山
町
で
は
残
念
な
が
ら
視
聴

で
き
ま
せ
ん
が
、
関
東
方
面
の
親
類

の
方
た
ち
に
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
放
送
日
　
二
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
三
時
～
四
時
ま
で

▼
放
送
局
　
T
B
S
テ
レ
ビ

当選番号を確認してください

お年玉つき年賀パガキ・切手
レ1等（AVテレビか旅行券）

　A・B組共通　069350・794134

レ2等’（腕時計・ティーカップセット・C　Dラジカセ・

　羽毛掛ふとん・電子システム手帳の中から1点）

　A・B組共通　072192・513576・633623・730443・

　　　　　　　871303

1〉3等（ふるさと小包）

　A・B組共通（下5けた）　06666・26601・44452・

　　　　　　　　　　　　46863・71117・74926

》4等（ふるさと切手シートアルバム）

　A・B組共通（下3けた）　408・868・900

〉5等（お年玉切手シート）

　A・B組共通（下2けた）　19・20・75・86

レお年玉賞品のお渡し期問

　平成4年1月16日から7月15日まで

』
難

短
歌

ぜ
ん
ま
い
の
具
を
た
っ
ぷ
り
と
雑
煮
椀

　
　
　
　
ま
ず
仏
壇
へ
湯
気
た
ゆ
ら
し
む

降
る
雪
も
し
だ
い
に
晴
れ
て
大
空
へ

　
　
　
　
ど
ん
ど
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　　　　　NTTからのお願い
　NTTでは電話に関する注文・問い合わせ等をお受けする受付時

間を、下記のとおり変更させていただくことになりました。

　　◎受付時問　　　　（現　行）　　　　　（変更後）

　　　平日、　8＝30～17：00→9：00～17：00

　　　土曜日　　　8：30～12：30→9：00～12：30

　　◎実施時期

　　　平成4年3月2日（月）より

◎お間い合わせ　フリーダイヤル0120－492949

　　　国の教育ローンのご案内
〉融資額

　　学生・生徒一人につき150万円以内（在学中の費用については

　50万円以内）

レ使いみち

　入学時の費用・在学中の費用（授業料、下宿代、通学費など）

1〉利用いただける方

　大学、短大、高校、高専、専修学校、各種学校、予備校などに入

　学・在学される方の保護者

レ利率　年6．9％
レ返済期問

　大学、高専など・一…………・6年以内

　高校、短大、専修学校など……5年以内

（据置期間は在学期間内、ただし最長4年以内）

〉お問い合わせ先

　〒943上越市大町3－2－1（大町小学校前）

　　　　国民金融公庫高田支店　君0255－24－2340
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八
七
六
五
四
三
二

イロハニホヘトチリヌル
　黒先白死（1手だけ）

　詰碁の解答を募集してい

ます。2月26日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

1
月
号
の
答
え

1
図

2
図4

a

正解者

　村山　　伸（湯　本

　久保田光栄（天水島

　南雲　晴夫（西之前

1
図
（
正
解
）

　
ひ
と
目
で
黒
1
と
ヘ
コ
む
手
に
気
づ
い
た
方
は
、
い
い
詰
碁
セ

ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。

2
図
（
正
解
・
続
）

　
白
2
と
眼
を
持
た
れ
る
と
オ
イ
オ
ト
シ
に
な
る
図
が
気
に
な
り

ま
す
が
、
黒
3
、
5
と
遠
慮
な
く
ツ
メ
て
、
ダ
メ
ヅ
マ
リ
の
た
め

白
a
と
打
て
な
い
の
が
ミ
ソ
。
　
　
　
　
、

　
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
う
え
で
の
黒
1
の
ヘ
コ
ミ
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
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冒
険
家
小
嶋

　
育
て
る
会
松
之
山
学
園
及
び
町
教

育
委
員
会
は
、
犬
ゾ
リ
レ
ー
サ
ー
で

冒
険
家
の
小
嶋
一
男
氏
を
招
い
て
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
小
嶋
氏
は
昭
和
十
八
年
東
京
で
生

ま
れ
、
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
卒
業

後
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ

ン
島
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

一
男
氏
の
講
演
会
を
開
催

ド
を
犬
ゾ
リ
で
横
断
し
、
そ
の
後
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
年
と
六
十
二
年
の
二
回
、

ア
ラ
ス
カ
の
ア
ン
カ
レ
ジ
か
ら
ノ
ー

ム
ま
で
約
一
、
八
O
O
㎞
を
犬
ゾ
リ

で
走
破
す
る
「
ア
イ
デ
ィ
タ
ロ
ッ
ト

国
際
犬
ゾ
リ
レ
ー
ス
」
に
出
場
し
、

完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
苦
し
か
っ
た
レ
ー
ス

の
様
子
や
、
ア
ラ
ス
カ
の
雄
大
な
自

然
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
二
月
十
日
（
月
）

　
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
頃
ま
で

▼
場
　
所
　
松
之
山
町
自
然
休
養
村

　
セ
ン
タ
ー
二
階
　
大
会
議
室

▼
そ
の
他
　
夜
間
で
す
が
車
で
の
送

　
迎
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
冬
休
み
に
取
材
が
行
わ
れ
た
、
山

村
留
学
生
た
ち
の
活
動
が
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
子
供
た
ち

の
生
活
ぶ
り
を
追
跡
し
た
番
組
で
、

タ
イ
ト
ル
は
「
ち
び
っ
子
大
冒
険
！

体
験
・
冬
の
豪
雪
地
帯
」
で
す
。

　
松
之
山
町
で
は
残
念
な
が
ら
視
聴

で
き
ま
せ
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が
、
関
東
方
面
の
親
類

の
方
た
ち
に
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

い
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思
い
ま
す
。

▼
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送
日
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月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
　
午
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時
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四
時
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で

▼
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送
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T
B
S
テ
レ
ビ
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レ1等（AVテレビか旅行券）

　A・B組共通　069350・794134
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　A・B組共通（下3けた）　408・868・900

〉5等（お年玉切手シート）
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　　　　　NTTからのお願い
　NTTでは電話に関する注文・問い合わせ等をお受けする受付時

間を、下記のとおり変更させていただくことになりました。

　　◎受付時問　　　　（現　行）　　　　　（変更後）

　　　平日、　8＝30～17：00→9：00～17：00

　　　土曜日　　　8：30～12：30→9：00～12：30

　　◎実施時期

　　　平成4年3月2日（月）より

◎お間い合わせ　フリーダイヤル0120－492949

　　　国の教育ローンのご案内
〉融資額

　　学生・生徒一人につき150万円以内（在学中の費用については

　50万円以内）

レ使いみち

　入学時の費用・在学中の費用（授業料、下宿代、通学費など）

1〉利用いただける方

　大学、短大、高校、高専、専修学校、各種学校、予備校などに入

　学・在学される方の保護者

レ利率　年6．9％
レ返済期問

　大学、高専など・一…………・6年以内

　高校、短大、専修学校など……5年以内

（据置期間は在学期間内、ただし最長4年以内）

〉お問い合わせ先

　〒943上越市大町3－2－1（大町小学校前）

　　　　国民金融公庫高田支店　君0255－24－2340

爵瘡喫爪
o
　
彦
4
0
　
　
　
0

蓼
見
泌

．
ち
　
　
ヤ

　
　
‘

　
　
と
万

0　
な
人
と
か

　
“
つ
マ

昼
蝕
稽

　
　
　
処

9
…
η
∴

　
ミ

〃
〃く

脅

公
氏
●
◎

雪
脚

も
ん
た

あ
よ

「｛（

1‘ノ

¢

ド’・賊黛

1。1

の

樫
、

／

“
ζ

ヒ
ん
8
恥
－

　
　
、
在

‘
　
‘

‘

八
七
六
五
四
三
二

イロハニホヘトチリヌル
　黒先白死（1手だけ）

　詰碁の解答を募集してい

ます。2月26日までにハガ
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正解者には粗品を進呈
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に
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※出生・死亡・婚姻の届はできます

赤いシャペルで雪だるまを作っ

ているところ

スキー場でスキーにのったよ

おめでた（雌）
　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）

真樹ちゃん　妻嶋勇市さんの二男

　　　　　　　（湯之島）平八　3・12・30

和也ちゃん　佐藤敏也さんの長男

　　　　　　　（天水越）儀善　4・1・6

りす組
　　りす組
さとうともひこくん
（天水越　下落合屋）

庁

8日・22日
14日・28日

んさ
勘
豫
城
肋
玉
ぎ
本
ま
傷

や

お《寧み（蹴》

村山兼太郎さん　70歳　　　　（死亡年月日）

　　　　　　（湯本）上土橋　　4・1・5

松下　　守さん　65歳

　　　　　　（松之山）前　　　4・1・14

涌井政雄さん　84歳

　　　　　　（五十子平）新屋　4・1・21

大見八三九さん　74歳

　　　　　　（下蝦池）上段　　4・1・21

※1月1日から31日までの届出分です。

雪だるまと遊んでいるところ

　　りす組

さとうみきさん
（天水越登立）

▼
1
月
の
で
き
ご
と

7
日
　
松
之
山
町
大
島
村
広
域
過
疎

　
　
対
策
協
議
会
発
会
式

302215　9
日　日　日　日

選
挙
管
理
委
員
会

婿
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

農
業
委
員
会
総
会

▼
2
月
の
予
定

1
日
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
（
2
日
ま
で
）

8
日
　
湯
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
式

　
　
浦
田
豪
雪
塾
（
9
日
ま
で
）

27
日
　
安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

　
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
会

　
　
議
及
び
総
代
会

‘6

閉曜　
　
月
月

土
2
3

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
長
期
予
報
で
は
二
月
に
冬
型
の
気

圧
配
置
が
強
く
な
り
、
一
時
的
に
大

雪
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
報
じ
て
い

ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
心
配

が
な
く
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　
平
年
で
あ
れ
ば
屋
根
の
雪
下
ろ
し

を
三
、
四
回
行
っ
て
い
る
頃
で
す
が
、

今
年
は
一
、
二
回
の
家
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
小
雪
の
状
態
が
続
け
ば

良
い
で
す
ね
。
　
　
　
　
佐
藤

二
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
四
七
（
　
一
）

　
　
男
／
一
、
八
三
一
（
▲
二
）

　
　
女
／
一
、
九
一
六
（
　
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
九
（
　
一
）

（
）
内
は
一
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
二
月
号

平
成
四
年
二
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
君
〇
二
五
五
九
ー
六
－
三
＝
一
二

編
集
／
総
務
課

広報

』
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パンをとめている洗濯ベサミまでくわえた入がいました（松之山地区雪上運動会）

曲
今月号の話題

雌地区雪上運動会…・・……………・………2
越後松之山豪雪塾・…9……………・……3

スキーカーニバル・カザマカップ案内……4

信越学童親善スキー大会………………5

知っておきたい年金知識………………6

2月のフォトニュース……………8・9
集落探訪（西之前）……一………・…・10

公民館だより・一…………一9一・…一12

県内公立高校のトップをきって行われた

安高松之山分校の卒業式


